
令和 4 年度 第 1 回 兵庫医科大学病院医療安全業務監査委員会報告書 

 

 医療安全業務監査委員会は、兵庫医科大学病院医療安全業務監査委員会規程第 2 条に基づき監査を実施

しましたので、その方法及び結果につき以下のとおり報告します。 

 

１．監査方法 

 兵庫医科大学病院における医療安全に係る業務の状況について、厚生労働省医政局総務課発出の「新型

コロナウイルス感染症の影響に伴う医療法等において定期的に実施することが求められる業務等の取扱い

について」（令和 2 年 5 月 12 日事務連絡）に従い、当委員会から事前提示を求めた資料を書面で確認し、

不明な点を照会する方法によって監査を実施しました。 

 

・日 時：令和 4 年 8 月 17 日（水）から 8 月 31 日（水） 

・委員長：宮崎 浩彰（関西医科大学 理事長特命教授（医療安全担当）） 

・委  員：亀井 尚也（かけはし法律事務所 弁護士） 

     辰馬  勝 （関西学院同窓会 顧問） 

 

２．監査実施項目 

（１）業務状況報告 

① 前回の業務監査委員会の提言に対する回答 

② 医療安全管理部年間業務状況報告（医療安全管理責任者の業務報告も含む） 

③ 医療の質・安全審議委員会報告 

④ 医薬品安全管理責任者業務状況報告 

⑤ 医療機器安全管理責任者業務状況報告 

⑥ 医療放射線安全管理責任者業務状況報告 

（２）新型コロナウイルス感染症に係る医療安全対策 

 

３．監査結果 

（１）業務状況報告 

本委員会の前回の提言にあった電子カルテを使用するスタッフにおける個人情報保護に関する誓

約書の提出や講習受講に関する改善については、遺漏のない体制をとられたことを確認しました。

新型コロナ感染症まん延下では、集合研修の開催が困難で、ウェブ教材の視聴など新たな方法に取

らざるを得ない状況です。全職員の確実な受講と効果的な研修の提供に努められることを期待しま

す。 

また、医療安全管理責任者ならびに医療安全管理部の業務については、電子カルテにおける安全

対策など 4 つのタスクフォースによる活動や中心静脈穿刺時の合併症件数などのモニタリング、医

療安全講習など、医療安全対策業務が適切に行われていることを確認しました。特にエコーガイド

下中心静脈カテーテル挿入推進チームは前年度に認定証を 13 科の医師に交付しており、組織横断

的な活動は高く評価できます。中心静脈カテーテル挿入時には重篤な医療事故につながるものがあ



り、日本医療安全調査機構からも提言が出ています。引き続き安全対策の充実に務められることを

期待します。 

医療の質・安全審議委員会では、医療安全管理に関わる事例を検討し、再発防止策を策定されて

いることを確認しました。次回監査時に再発防止策の評価結果をお知らせ下さい。 

医薬品安全管理責任者の業務については、リスクの高い適応外使用医薬品について診療科にヒア

リングされるなど適切に遂行されていることを確認しました。 

医療機器安全管理責任者の業務については、医療機器の保守点検ならびに研修の実施状況につい

て報告を受けました。効果的な研修により、医療機器関連インシデントが減少することを期待しま

す。 

医療放射線安全管理責任者の業務については、「診療用放射線の安全利用のための指針策定に関

するガイドライン」に記載されている年 1 回以上の研修について、2021 年度の受講率が 100％に

達せず、特に放射線科以外の医師による受講率が極めて低いことを確認しました。前述のガイドラ

インでは原子放射線の影響に関する国連科学委員会の 2008 年報告書において、我が国の CT 等

の放射線診断機器数並びに患者１人当たりの放射線診療の検査件数及び被ばく線量が世界各国と比

較して高いことが指摘されており、放射線検査をオーダする医師の医療被ばくに関する知識向上の

ため、研修受講はとても重要です。すでに受講率 100%の達成に向けて改善活動を実施されていま

すが、次回監査時に活動の評価について報告してください。また、過剰照射事例については、装置

更新による被ばくの低減が図られていることを確認しました。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症に係る医療安全対策 

 このたびのコロナ禍に対し、病院はガバナンスを発揮し、スタッフ管理や教育研修、インシデ

ント対策について適切に対処されてきたことを確認しました。なお、新型コロナウイルス感染症

まん延が発生要因の一つと考えられるインシデントが報告されていますので、これらの問題点に

対する具体的な改善策とその評価結果について、次回の監査時に報告してください。 

引き続き、様々な障害に対して適切に対応されることを期待しています。 

 

４．まとめ 

医療安全に係る業務について監査を実施しましたが、適正な管理が行われ、医療安全管理体制が機能

していることを確認しました。当委員会としては、引き続き改善活動について検証するとともに医療安

全文化の向上が継続的に図られることを期待しています。 

 

 

令和 4 年 9 月 26 日 

兵庫医科大学病院医療安全業務監査委員会 

委員長 宮崎  浩彰 

委  員 亀井  尚也 

委  員  辰馬   勝 


